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　環境技術センターは、平成27年 7 月23日㈭午後 5時
より、第23回定時理事会を開催した。
　大坂会長の開会挨拶の後、次の 5つの議案が審議さ
れた。

　まず、第 1号議案の合併浄化槽の整備促進について、
原岡専務理事が次のとおり議案の説明を行った。
　今後の市町村の生活排水計画は、平成25年度に国が
示した「各種汚水処理施設の整備は慨成10年を目途
に」が基準となるため、これまでの下水道整備から浄
化槽整備へと大きく方針転換されることが予想される
こと、また、今般、環境省が発表した、地方公共団体
が所有する単独浄化槽が徳島県ではまだ、3,353基（全
国ワースト 2位）も設置されているという状況に鑑み、
今年度センターとしては次のとおり取り組みたい。
①市町村設置型（PFI方式）の導入を働きかけ、早期
の合併浄化槽の整備を図る。
②地方公共団体が所有する単独浄化槽の合併への転換
を働きかける。特に避難所を優先的に
③転換への動機づけのための補助金等の措置を拡大・
創設。
　以上、今後の取り組みについて、説明の後、議長が
理事会に諮った結果、異議なく承認、今年度取り組む
ことが決定した。
　第 2号議案の適正な施工及び維持管理への取り組み
については川人常任理事が次のとおり説明した。
①適正な施工については、浄化槽認定設備士制度の活
用及び底版コンクリートの活用を推進したい。
②適正な維持管理については、協議会による一括契約
方式と浄化槽認定管理士制度を活用し、一括契約を
推進していきたい。
　理事会は、この議案を意義なく承認した。
　第 3号議案の県への要望書の提出については、議案

1で承認された事項につき、県及び市町村へ働きかけ
るため要望書を提出することが決定した。
　第 4号議案の施工技術委員の変更については、担当
者の変更により、下記のとおり委員の変更が承認された。
　・福岡　透（前藤井　誠）クボタ浄化槽システム㈱
　・高橋朋之（前名和章平）フジクリーン工業㈱
　第 5号議案の国土交通省住宅局長表彰の推薦につい
ては、川人誠司常任理事を推薦することが決まった。
　審議事項終了後、業務執行報告が行われ、検査実績
報告や退会会員の報告等が行われた。
　最後に、大坂会長から、去る平成27年 6 月 3 日に執
り行われた徳島県（知事）表彰において、原岡専務理
事が受賞したことを報告し、理事会を閉会した。

　平成27年度第
1回法定検査検
討会が 7月 2日
県庁1105会議室
で開催された。
　この検討会は、
県水・環境課、
県民局、保健所、
検査機関をメンバーとして、法定検査の課題や対策、不
適正浄化槽の指導方法などについて協議する場となっ
ている。
　この日の検討会には、県水・環境課担当者と各県民
局から浄化槽担当者、県環境技術センターからは藍原
部長、宮内課長の計11名が出席した。
　まず、センター藍原部長が平成26年度の検査業務の
実績報告と、 7条・11条検査における判定内訳につい
て説明。不適正の原因としては標準契約が導入された
ことにより、かなり減少はしているものの、依然とし
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て 7条・11条検査共に保守点検が実施されていないこ
とによる維持管理状況の不備による不適正が最も多い
と報告した。
　次に宮内検査課長から、法定検査の督促・受検指導
の実施方法について提案があった。この提案に基づき、
対象施設や通知方法の改善点などを協議。今年度は、公
平な未受検者指導を基本としつつ、更に効果的な受検
指導を実施することとなった。
　最後に、水・環境課渡辺係長から、法定検査未受検
者に対する個別訪問指導について説明があった。
　県水・環境課では対象施設には、センター職員と 2
名 1組で訪問、今後、日程調整後に、パンフレットを
用いた訪問指導を順次実施していくことを報告した。
　また、各県民局についても、訪問指導を実施した件
数については、水・環境課に報告することとなった。

　県環境技術センターは 7月24日、徳島経済産業会館　
3 F会議室で第 1回浄化槽技術講習会を開催した。
　創設から 3年目となる当講習会は、（一社）浄化槽
システム協会から講師を招き実施した。
　受講者は、会員事業所社員21名、行政担当者 4名、非
会員 6名の計31名であった。
　まず、大坂会長が開会挨拶をし、講義に入った。
　第 1時限目は「電磁式ダイヤフラムブロワ概論」と
題し、フジクリーン工業㈱　第一開発部　簑田則宏次
長が講義を行った。簑田氏はブロワに関しての第一人
者であり、ブロワの適正な施工法・管理法やトラブル
発生時の対処法など、過去に直面した事例をもとに詳
しく解説した。
　 2時限目は「浄化槽の温室効果ガス削減及び間欠
ばっ気浄化槽について」と題し、同じくフジクリーン
工業㈱　第二開発部　後藤雅司部長が説明を行った。
環境に配慮した間欠ばっ気浄化槽の機能や特徴、保守
点検・清掃実施時の留意点、不具合時の対応方法など、
過去の発生事例をもとに分かり易く説明した。
　受講者は、日頃取扱う浄化槽の維持管理方法やその
構造と講義の内容を照らし合わせながら熱心に聞き入
り、講師の時間が許される限り個別に質問を行っていた。
　講義終了後には、その分野の技術を習得したとする

修了証が交付され
た。
　なお、今年度は
計 3回の浄化槽技
術講習会を予定し
ており、 2回目以
降の講習内容につ

　県環境技術セン
ターは、平成27年
7 月22日㈬、徳島
県立図書館 3階集
会室において、県
水・環境課と県建
設技術センターと
の共催で夏休み子供環境学習講座を開講した。
　この講座は県立図書館から夏休みを利用して親子で
水の大切さを知ってもらおうという趣旨の依頼を受け
て開催しており、今年で 3回目となる。当日は親子合
わせて45名が参加した。
　講座内容は、まず水・環境課から「汚水のおはなし」
と題して、人間にとって水は限られた資源であること
やその資源が地球全体で循環していること、使った水
がどれだけ汚れているのか、私たちが生活で汚した水
は浄化槽や下水道でキレイに処理していることなどを
分かり易く解説した。
　続いて建設技術センターから「下水道のお話」と題
して、旧吉野川浄化センター「アクアきらら月見ヶ丘」
の施設の説明やどのように汚水を処理しているのかを
解説した。
　環境技術センターからは従前より実施している「模
型のアメンボによる水の汚れ調べ」を実施し、水を汚
すことによって生物はどうなるのか、ということを実
験を通して体験してもらった。また、それと並行して
「アサリの水浄化実験」も行い、自然では、生物が水を
浄化していることを知ってもらった。
　参加した子供たちは、興味深くまた楽しそうに取り
組み、最後の質問コーナーでは様々な質問が飛び出て、
終始にぎやかな講座となった。
　環境講座は、キレイな水環境を残すために将来を担
う子供たちを育成することを目的としているが、そう
いった意味では今回は非常に有意義なものとなった。

いては下記のとおりである。
第 2回技術講習会　平成27年10月23日㈮
　・「保守点検時の電気系統における注意点について」
　　講師：徳島職業訓練支援センター訓練課

　電気・電子系指導員
第 3回技術講習会　平成28年 2 月18日㈭
　・「維持管理契約に関するトラブル及び事故発生時

の対応と事後措置について」
　　講師：志摩恭臣弁護士
　・「保守点検機器の測定原理と日常のメンテナンス

および交換時期等について」
　　講師：東亜ディーケーケー㈱
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　県環境技術センターは、 7月15日㈬に、地域の水環
境保全に関する出前講座を実施した。
　この出前講座は、独立行政法人水資源機構旧吉野川
河口堰管理所からの依頼により実施したものである。
　今回は、センターホームページの環境学習・CSR活
動を見た水資源機構の方から、生活排水処理について
の出前講座を実施して欲しいという要望により、セン
ターの西岡検査課長兼技術指導リーダーが講師を務め、
「私たちの水環境を守るために」という演目で座学講座
と、「CODパックテストを使った生活排水の汚れ調べ」
の実験講座を実施した。
　当日は、水資源機構職員の方と、近隣市町職員の方
計23名が受講されたが、日頃から水環境に関する業務
に携わっている方が対象であったため、非常に熱心に
取り組んでいた。
　座学講座では、①徳島県の水資源について、②水質
保全の政策、③汚水処理施設について、地域の現状に
ついて、の演題で、具体的な資料により詳しく説明を
行った。
　実験講座では、日ごろ台所等で排水しているような、
日本酒・みそ汁・牛乳・コーラ（カロリーゼロとの 2
種類）を希釈して、CODパックテストを使ってCOD値
を測定した。

　県環境技術センターは 7月21日㈫午後 3時から、本
年度第 2回施工技術委員会を開催した。
　当日は、委員 9名が出席、高尾委員長の挨拶のあと、
前年度に委員による提案で企画し、販売することに
なった浄化槽コンクリート底版（以下「浄化槽底版」）
の具体的な販売方法について、協議を行った。
　この、浄化槽底版は、従来工法に比べ、
①現場の型枠材、鉄筋、セメント砂、砂利などの資材　
が不要でコストが削減できる。
②生コンの搬入待ちや、掘削後の養生期間が不要です　
ぐに設置でき、現場での施工計画が立てやすいなど　
施工効率が向上する。
③工場生産品なので、雨天時や地下水の多い現場にも　
安心して使用することができる。
などのメリットがある。
　センターでは、この浄化槽底版を 3種類の規格で、8
月から製造販売していくことになった。
　まず、事務局から既に製造されている浄化槽底版の

　テキストは、今回の講習のために作成した分かり易
い内容であったため、受講した方は、地域の水資源お
よび生活排水処理がどうなっているか、などが十分に
理解されたようであった。
　特に実験講座では、日頃何気なく流している、生活
雑排水や液体食品の汚れの大きさを理解してもらう事
が出来た。
　座学・実験と併せて、センターが従前より実施して
いる、アサリの浄化実験もおこなったが、視覚的な効
果が大きい実験で、受講者の方は驚きを持って観察し
ていた。
　センターでは、県水・環境課との共催で小中学校対
象には出前講座を実施しているが、社会人対象の講座
は今年度に入っては初めてであったが、好感触であっ
た。
　これまでは、このような出前講座は、申込みをいた
だく機会が少なかったが、今回の講座を実績として、
今後は一般向けにも充実した講座をより積極的に展開
していきたいと考えている。

概要について説明、その後、販売方法の協議を行った。
①販売方法は、まず会員事業所へリーフレットを送付
したあと、担当者が訪問し詳しい説明を行う。
②注文受付はセンター（津田海岸町）で行い、FAXで
受注する。
③製品の引渡方法については、基本的には徳島市内の
製造工場までの引き取りをお願いする。
④事業所への土場降ろしの場合は、別途送料をご負担
いただく。
　今後は、会員事業所の協力を得て、各地区での引渡
拠点を作り、購入事業所へのサービス向上を目指して
いくことになった。
　また今回、施工技術委員である㈱ダイキアクシスの
伊藤淳氏が海外勤務となることから最後の出席となり、
参加者全員による激励の言葉と拍手で見送った。
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　平成27年 7 月14日、南部総合県民局にて「みなみか
ら届ける環づくり会議・第 1回幹事会」が開催された。
幹事会には当センターを含め、南部県民局・県南部の
市町村の他、阿南工業高等専門学校、日亜化学工業㈱、
新日本電工㈱、王子製紙㈱など県南企業の担当者が出
席した。
　川上幹事長の挨拶の後、議案事項の「今年度の環づ
くり会議の実施体制」について協議に入った。
　新執行体制については、議長の太田准教授（阿南工
業高等専門学校）を中心に、役員・事務局・WG代表
で構成される。
　今回新たに副議長が 1席増え貞本本部長（日亜化学
工業㈱）が就任。事務局も南部県民局の人事異動によ
り、大幅な担当者の入れ替えがあった。
　引き続き、懸案事項であった情報共有について協議
し、今年度から、フェイスブックをホームページの位
置づけで行うことや、会議や行事等のアーカイブ情報
はエバーノートで行うことが決定した。フェイスブッ
クでは、8月 5日に実施予定の『水質一斉調査』が、す
でに公開済みである。
　そのほか今年度の活動重要事項として、『ボラン
ティア認証制度』（ボランティアを実施したことに対し
認証を与える）の実施について協議し、最後に各ワー
キングの活動状況および計画についての報告で締めく
くり、第 1回幹事会は散会した。

～未来のエネルギー宇宙太陽光発電～

　エネルギーの歴史をみると、長期にわたり石油・天
然ガスなどの『化石燃料』が主なエネルギー源でした
が、二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温暖化
が、環境や社会に大きな影響を与えています。
　そこで二酸化炭素をほとんど発生しない原子力発
電が登場しました。しかし安全性や使用済み核燃料の
処分など、課題が多く東日本大震災による事故は、記
憶に新しいところです。
　近年では『再生可能エネルギー』への期待が高まり、
特に太陽光発電は実用化が進んでいます。ところが太
陽光発電にも夜間に発電できないなど弱点があり、も
う一歩というところでしょうか。
　しかし、その弱点を克服するエネルギーが今注目さ
れています！
　それが『宇宙太陽光発電（SSPS）』です。
　未来のシステムとして注目されているその技術は、
宇宙空間で集めた太陽光を地上へ送るそうです。具体
的には地上3万5900㎞の静止軌道上に直径2～3㎞の
ソーラーパネルと直径 1.25㎞の太陽電池を浮かべ、集
めた太陽光エネルギーを電気に変換した後、マイクロ
波やレーザー光に変えて地上の受電アンテナ（レクテ
ナ）へ送電するそうです。（＠＿＠；）
　まるで SF の世界のようですね！！！
　確かに宇宙空間だったら、天候に左右されませんも
んね。燃料も必要ないので燃料の価格変動に左右され
ないし、安全でクリーンといいこと尽くしです。すぐ
にでも実現してもらいたいところですが、ネックはコ
スト面だとか。
　しかし、日本はこの分野でリードしており、2015 年
に宇宙開発戦略本部が決定した「宇宙基本計画」には
研究推進が盛り込まれているそうです。SFの世界がノ
ンフィクションになるのもそう遠い事ではないかも
しれませんね（＊^＿^＊） by koizumi

水　質　計　量　便　り

　平成27年 7 月29
日㈬午後 4時から
5時まで、外勤職
員（検査員・調査
員）を対象とした
熱中症対策講座を
開催した。
　熱中症は、毎年 7月から 8月に集中して発生し、特
に梅雨明けの蒸し暑く、急に暑くなる 7月には、体が
暑さに慣れていないため、例年熱中症による救急搬送
者数や死亡者数が急増している。
　今年は、特に観測史上最も暑い夏になると言われて
いることから、吉村常任理事の発案により急遽企画し
たものであり、徳島保健所から高松主査を招き、熱中
症にならないための予防や熱中症になったときの対処
方法等について学んだ。

事務局だより
 法定検査のお知らせ 

　次の日程で法定検査を実施します。

○11条検査

日程：平成27年９月７日～10月２日
地区：徳島市・鳴門市・松茂町・板野町

○７条検査

日程：平成27年９月７日～10月２日
地区：徳島市・小松島市・阿南市・
　　　美波町・牟岐町・海陽町

○那賀町検査（らくらくあんしん協議会）

日程：平成27年９月７日～10月２日
地区：那賀町全域

○神山町検査（きれいな水づくり推進協議会）

日程：平成27年９月７日～10月２日
地区：神山町全域

を開催をを熱中症対策講座

平成27年度

第1回 幹事会開催第1回 幹事会開催第1回 幹事会開催
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⑷ 平成 27年 9月 15 日 み ど り 第 425 号



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Off
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 350
  /ColorImageDepth 8
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.42286
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterColorImages false
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 350
  /GrayImageDepth 8
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /FlateEncode
  /AutoFilterGrayImages false
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF53705237752800500044004630c730fc30bf306e4f5c6210>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2540 2540]
  /PageSize [1842.520 1559.055]
>> setpagedevice


